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　　「七福神は、いろいろな所にありますが、八福神は珍しいですね。それも市
内にあるなんて知りませんでした」。�月��日、“バスで巡る初�詣�やちよ八福神

もうで

と郷土博物館”が行われました。これは“末広がりで縁起の良い八福神を巡り
ながら、郷土の歴史を知ってもらおう”と、八千代市レクリエーション協会が
毎年開いているもので、��人が参加。今回は、郷土博物館の見学もコースに入
れられました。車内で同協会の担当者から八福神設置の由来や寺院にまつわる
伝説などについて聞いた参加者は、それぞれの寺院で手を合わせたり、持参し
た色紙に朱印を押したりしていました。
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八
千
代
ふ
る
さ
と
か
る
た
市
民
大
会
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
会
場
に
は
、�

か
る
た
の
原
画
や
子
ど
も
憲
章
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。
※
当
日
の
競
技
参
加
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　

▼
日
時　�
月　

日�
午
前　

時　

分
〜
午
後�
時　

分
予
定　

▼
場

��

��

��

��

所　

市
民
体
育
館　

▼
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
課�
（���
）����

　

八
千
代
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
看
護
法
・

救
急
法
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
保
育
有
り
／

要
予
約
。

　

▼
日
時　�
月　

日�
午
前�
時　

分
〜
午
後�
時　

▼
場
所　

福
祉

��

��

セ
ン
タ
ー�
階
第�
会
議
室　

▼
内
容　

①
乳
幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い

誤
飲
な
ど
の
事
故
予
防
と
そ
の
手
当
て
法　

②
新
聞
紙
を
使
っ
た
ス
リ
ッ

パ
作
り
と
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
使
っ
た
救
急
法　

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺�
蘇�そ

生
法
な
ど
。
昼
食
時
に
は
非
常
食
の
試
食
も�

　
（
健
康
福
祉
課
）

　
　�
八
千
代
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト�
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
不
用
品

の
有
効
利
用
が
目
的
で
す
。
営
利
目
的
で
の
出
店
や
く
じ
を
使
っ
た
販
売
、�

飲
食
物
・
動
植
物
の
販
売
は
禁
止
で
す
。
市
内
在
住
者
対
象
。

　

▼
日
時　�
月　

日�
午
前�
時
〜
午
後�
時　

分
／
雨
天
時
は　

日

��

��

��

�
　

▼
場
所　

市
役
所
駐
車
場　

▼
募
集
区
画　

抽
選
約���
区
画　

▼
出
店
料　���
円　

▼
申
し
込
み　
　

日�
消
印
有
効
で
、
往
復
は

��

が
き
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、詳
細
な
販
売
品
目
、参
加
人
数
、
返
信
先

を
書
き
、〒��
�

－

�
�
�
�
市
ク
リ
ー
ン
推
進
課
内
八
千
代
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会
へ
郵
送
。　

※�
グ
ル
ー
プ�
通
で�
区
画
の

み
。
複
数
枚
応
募
や
記
載
内
容
不
備
の
物
は
無
効�
（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
）

  
八
千
代
市
子
ど
も
憲
章
推
進
事
業

　�
八
千
代
ふ
る
さ
と
か
る
た
市
民
大
会�
を
見
に
来
ま
せ
ん
か

『�
イ
ザ�
と
い
う
時
の
看
護
法
・

救
急
法
体
験
』参
加
者

第　

回
八
千
代
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

35



�（ ��������）

���������������	

　�月��日�、任期満了に伴う千葉県知事選挙
（告示日�月��日�）が予定されています。
　投票時間は午前�時から午後�時までです。
今後の県政を託す人を選ぶ大切な選挙です。棄
権しないで必ず投票しましょう。

　次の要件すべてに該当する人が投票できます。 
ただし、県外へ転出した人は投票できません。
①日本国民であること　
②平成元年３月30日までに生まれた人　
③20年12月11日までに住民基本台帳に記録され、 
引き続き３か月以上本市に住所を有している人
④本市の選挙人名簿に登録されている人

八千代市で投票できる人

投票時間は午前�時から午後�時まで

さ
れ
、
市
の
権
限
が
及
ば
な
い
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
陳
情
書
の
取
り
扱
い

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

※
い
ず
れ
も
、
詳
細
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（����������������������������������������������

）�

を
ご
覧
く
だ
さ
い

●八千代市→ほかの市区町村　本市の選挙人名
簿に登録されている人が、県内の市区町村に転
出（市町村を単位に１回に限られます）した場合
は、いずれかの市区町村長が発行する「引き続
き県内に住所を有することの証明書」を持参す
れば本市で投票できます。
●ほかの市区町村→八千代市　県内のほかの市
区町村の選挙人名簿に登録されている人が20年 
12月12日以降に本市に転入（市町村を単位に１ 
回に限られます）した場合は、次の方法で投票
できます。いずれの場合も「引き続き県内に住
所を有することの証明書」が必要です。
①前住所地の選挙管理委員会へ投票用紙などを
請求し、これを投票日前日の３月28日�までに
八千代市の選挙管理委員会に持参して不在者投
票をする。請求に必要な書類は、市役所６階選
挙管理委員会、１階戸籍住民課、各支所・連絡
所で３月12日�から配布します。また、市選挙
管理委員会ホームページの「千葉県知事選挙
コーナー（３月12日�開設）」からダウンロードす
ることもできます。
②投票日の前日（３月28日�）までに、前住所地
の市区町村の期日前投票所に行って投票する。
③投票日（３月29日�）に、前住所地の投票所に
行って投票する。
■「引き続き県内に住所を有することの証明書」

千葉県内で住所変更した人は

　３月４日�までに市内で住所変更の届出をし
た人は、新住所地の投票所で投票できます。
　３月５日�以降に住所変更の届出をした人は、 
旧住所地の投票所で投票することになります。

市内で住所変更した人は

の発行　次の場所で発行します。詳しくは戸籍
住民課�483-1151へお問い合わせください。
①３月13日�～３月28日�…市役所１階戸籍住 
民課／午前８時30分～午後８時　支所・連絡所
／午前８時30分～午後５時（土曜・日曜日、祝日
を除く）
②３月29日�…戸籍住民課／午前７時～午後８時 

　投票日に仕事や旅行などで投票できない見込
みの人は、図１の投票所で期日前投票・不在者
投票ができます。市役所では３月13日�から、
八千代台東南公共センターでは３月22日�から
投票所を設置します。いずれも投票時間は午前 
８時30分から午後８時まで。土曜・日曜日、祝
日でも投票できます。※八千代台東南公共セン
ターの駐車スペースには限りがありますので、
車での来場はご遠慮ください。
　�持参するもの　入場整理券（届いている場合） 
※投票日に投票所に行けない理由などを宣誓書
（簡単な書式）に記載していただきます。印鑑は
不要です
　なお、他の市区町村の選挙管理委員会から交
付を受けた投票用紙等を持参し、本市で不在者

期日前投票・不在者投票は
�月13日�から

投票をする人は、市役所６階選挙管理委員会事
務局で受け付けします。
●指定病院・施設に入院（入所）している人　都
道府県の選挙管理委員会が指定した病院や施設
などに入院・入所中の人で、不在者投票事由に
該当する人は、その病院や施設の長に申し出る
と、その場所で不在者投票ができます。指定さ
れているかどうかは病院・施設に確認してくだ
さい。

郵便等による不在者投票

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳をお持ちの人
で障害の程度が一定の要件に該当する人や介護
保険被保険者証をお持ちの人で要介護「５」の人
は郵便等による不在者投票を行うことができま 
す。詳しくは選挙管理委員会にお問い合わせを。
　投票用紙の請求は３月25日�までです。投票 
用紙を請求するには、郵便等投票証明書が必要
になりますので、事前に選挙管理委員会に身体
障害者手帳などを添えて証明書の交付申請をし 
てください。書類は市役所６階選挙管理委員会
にあります。また、市選挙管理委員会ホームペー
ジからダウンロードすることもできます。すで
に証明書の交付を受けている人は有効期限にご
注意ください。
●郵便等による不在者投票の代理記載　郵便等
による不在者投票ができる選挙人のうち、上肢
または視覚に一定の障害があり投票用紙などに
記載できない人は、あらかじめ本市選挙管理委
員会に届出をした代理記載人１人（選挙権を有
する人）に代理記載をさせることができます。

■期日前投票所略図（図１）

第�
会
議
室

八
千
代
市
役
所
旧
館�
階

�
階
ホ
ー
ル

八
千
代
台
東
南
公
共
セ
ン
タ
ー

�
せ
ん
き
ょ
君

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
で�
月
か
ら　

年�
月
ま
で
の
①�

��

保
険
料
の
免
除
申
請（
継
続
申
請
含
む
）ま
た
は
②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請
を
す

る
場
合
は
、
前
年
の
所
得
で
審
査
さ
れ
る
た
め
、
所
得
が
な
い
人
で
も
市
・
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
①
は
申
請
者
本
人
・
申
請
者
の
配
偶
者
・
世
帯
主

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
、
②
は
申
請
者
本
人
・
申
請
者
の
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、　

歳
前
傷

��

病
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
も
、
受
給
者
の
市
・
県
民
税
の

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

▼
問
い
合
わ
せ　

市
・
県
民
税
の
申
告
方
法
…
市
民
税
課　

免
除
申
請
に
つ

い
て
…
国
民
年
金
室�

（
国
民
年
金
室
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
者
及
び　

歳
前
傷
病
に
よ
る

��

障
害
基
礎
年
金
受
給
者
は
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お問い合わせは

　

市
内
公
立
小
・
中
学
校
の
給
食
費
は　

年
度
か
ら�
年
間
、
据
え
置
か
れ
て

��

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
食
材
価
格
の
上
昇
に
よ
り
、
現
在
の
給
食
の
水
準
を
維

持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、�
月
か
ら�
食
当
た
り
の

給
食
費（
税
込
）を
小
学
校
は���
円
か
ら���
円
に
、
中
学
校
は���

円
か
ら���
円
に
改
定
し
ま
す
。

　

▼
問
い
合
わ
せ　

保
健
体
育
課�
（���
）����
ま
た
は
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
村
上
調
理
場�
（���
）����

�
月
か
ら
給
食
費
を
改
定
し
ま
す

　

市
民
会
館
は
市
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。
今
後
の
市

民
会
館
の
施
設
整
備
に
当
た
り
、
そ
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
市
民
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人
で
、
平
日
の
会
議
（
任
期
中�
回

程
度
）
に
出
席
で
き
る
人　

▼
募
集
人
数　�
人　

▼
任
期　�
月
か
ら�
年

間　

▼
報
酬　

会
議�
回
に
つ
き����
円　

▼
応
募
方
法　
　
「
市
民
に
と�

っ
て
利
用
し
や
す
い
市
民
会
館
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
（����
字�

程
度
）、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
※

経
歴
を
書

き
、�
月�
日�
必
着
で
〒���

－����
大
和
田���

－�
教
育
委

員
会
庁
舎
内
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
に
郵
送
ま
た
は
持
参
。
応
募
書
類
の
返
却
及

び
公
開
は
し
ま
せ
ん
。

※
文
化
・
芸
術
に
係
る
学
歴
・
職
歴
や
活
動
歴（
団
体
員
、
指
導
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
）が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
ご
記
入
く
だ
さ
い

市
民
会
館
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
委
員
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　�
月　

日
、
市
議
会
第�
回
臨
時
会（
会
期�
日
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
人
事

��

案�
件
が
審
議
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

篠
直
久
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
選
出
監
査
委
員
と
し
て
横
山
博
美
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

※
な
お
、
議
長
・
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
林
利
彦
議

員
、
副
議
長
に
武
田
哲
三
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。�
　
（
総
務
課
）

市
議
会
第�
回
臨
時
会
の
結
果

（ ��������）�

�������	

※代理記載は、郵便等投票証明書の交付申請の
ほか、代理記載をさせることができる選挙人で
ある旨の証明を受けるための申請、代理記載人
の届出などの手続きが必要です。詳しくは選挙
管理委員会にお問い合わせください

入場整理券は切り離して

　投票所の入場整理券は郵送します。入場整理
券は、１枚のはがきに同世帯の有権者３人分が
連記されていますので、投票所へ行く前に切り
離しておきましょう。届かなかった場合や、紛
失した場合は、当日、投票所の係員に申し出て
ください。投票所で再発行します。※入場整理
券の不正利用や不正投票は、罰せられます。

代理投票は申し出を

　身体が不自由などの理由で、候補者の氏名を
投票用紙に自分で書けない人は、投票所の係員

による代理投票ができます。希望者は投票所の
係員に申し出てください。

選挙公報は新聞折り込みで

　候補者の氏名、政見、経歴などを掲載した選
挙公報は、朝日・読売・毎日・東京・産経・日
本経済・千葉日報の各新聞に折り込み、配布し
ます。新聞を取っていない世帯で配布を希望す
る人は、住所、世帯主名、電話番号を〒276-85 
01市役所選挙管理委員会�483-1151�483-7524 
へ郵便、電話またはファクスでお知らせくださ
い。今後行われる選挙の際にも配布します。
　選挙公報は市役所、支所・連絡所、公民館、
図書館、ふれあいプラザ、市内各駅などでも配
布します。

公共施設の使用を制限します

　次の施設は、３月28日�午後と29日�全日、

使用が制限されます。
　�八千代台文化センター　�八千代台公民館
�勝田台市民文化プラザ展示室（２階）　�農業
研修センター　�睦公民館（28日午後は講習室
以外は使用可）　�投票所となる小・中学校体 
育館など　�市民体育館

市民体育館で即日開票

　開票は、３月29日�午後９時から市民体育館
で行います。体育館２階から参観することがで
きます。市民体育館での開票速報は、午後10時
から30分ごとに行います。
■市のホームページで開票速報　市選挙管理委
員会ホームページの「千葉県知事選挙コーナー」
で、午後10時15分ごろから30分おきに最終確定
までお伝えします。
■電話でのお問い合わせ　午後10時15分から最 
終確定後30分まで。市役所�483-1151へ

　
　
「
八
千
代
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要
綱
」
に
基
づ
き
、「
八
千�

代
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
骨
子
案
）」
に
つ
い
て
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
意
見

を
提
出
で
き
る
人
は
、
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人　

②
市
内
に
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
を
有
す
る
人　

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

人　

④
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人　

⑤
当
該
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す

る
人
で
す
。

　

▼
内
容��　
「
八
千
代
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
」の
一�

部
を
改
正
し
、
資
源
物
の
ご
み
集
積
場
所
か
ら
の
持
ち
去
り
を
防
止
す
る
規
定

の
追
加
を
検
討
す
る
も
の　

▼
募
集
期
間　�
月　

日�
〜�
月　

日�
（
必

��

��

着
）　

▼
骨
子
案
の
公
表
場
所　

市
役
所
ク
リ
ー
ン
推
進
課
・
情
報
公
開
室
、�

支
所
・
連
絡
所
、
公
民
館
、
図
書
館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載　

▼
意
見

の
提
出
方
法　

骨
子
案
の
名
称
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
意
見
を
書
き
〒

�
�
�

－

�
�
�
�
市
役
所
ク
リ
ー
ン
推
進
課�
（�
�
�
）��
�
�
�
（�
�

��
）�����

���������������������������������

へ
郵
便
・
フ
ァ�

ク
ス
・
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
か
、
開
庁
日
（
月
曜
〜
金
曜
日
）
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
※
意
見
に
対
し
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん�

　
（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
）

「
八
千
代
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例�

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
骨
子
案
）」
へ
の
意
見
を
募
集

　
　

年
第�
回
定
例
市
議
会
は�
月　

日�
に
開
会
す
る
予
定
で
す
。

��

��

　

請
願
・
陳
情
は
、
開
会
日
の
午
後�
時
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
が
、
今
期

定
例
会
で
協
議
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
会
議
日
程
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
開
会
予
定

日
の
約�
週
間
前
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局�
（���
）�

���
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
委
員
会
の
傍
聴
に
つ
い
て　

八
千
代
市
議
会
委
員
会
傍
聴
規
程
が
制
定
さ
れ
、�

傍
聴
の
手
続
き
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
開
会
予
定
時
刻
の　

分
前
に
受
け
付
け
開
始　

②
受
け
付
け
開
始
時
に
傍
聴

��

希
望
者
が
定
数
の�
人
を
超
え
る
場
合
は
抽
選　

③
委
員
会
開
会
後
も
定
数
の

�
人
に
な
る
ま
で
受
け
付
け

■
陳
情
に
つ
い
て　

八
千
代
市
議
会
請
願
書
及
び
陳
情
書
取
扱
い
要
綱
が
制
定

�
月
議
会
は�
月　

日
開
会
予
定

��

�
月　

日�
か
ら
辺
田
前
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
の

��

町
名
地
番
が
変
わ
り
ま
す

 　

平
成
５
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
辺
田
前
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に
伴
い
、こ
の
区
域

の
町
名
地
番
が
村
上
南
一
丁
目
〜
村
上
南
五
丁
目
に
変
わ
り
ま
す
。
対
象
の
世
帯
や
事
業
者
な
ど
に

は
、
２
月　

日�
ご
ろ
住
所
変
更
に
関
す
る
書
類
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。 

　
（
都
市
計
画
課
）
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　市国際交流協会（日本語指導ボランティア部会）
では日本語講座を開いています。日常生活に必要な
日本語を学びたいという外国人が周りにいたら、ぜ
ひ教えてあげてください。受講料は、12回2,000円
／教材費別。※講師も募集中

Japanese  Class 
If you a re  inte res ted in lea rning,please  ca ll us . 
■村上公民館（At Murakami-kominkan）
・月曜日（Class  on Monday） 10：00～12：00 ／美川（Ms.Mikawa） �482-2074
・火曜日（Class  on Tuesday） 19：00～20：30 ／高野（Ms.Takano） �459-9551
・土曜日（Class  on Sa turday） 10：00～12：00 ／鎌田（Ms.Kamada） �487-9840
■八千代台東南公共センター（At Yachiyodai Tonan-kokyo Center)
・火曜日（Class  on Tuesday） 19：00～20：30 ／斉藤（Ms.Saito） �485-5093
・水曜日（Class  on Wednesday） 19：30～20：45 ／佐藤（Mr.Sato） �483-5148
・土曜日（Class  on Sa turday） 10：00～11：45 ／鈴木（Mr.Suzuki） �485-2502
■阿蘇公民館（At Aso-kominkan）
・金曜日（Class  on Friday） 10：00～12：00 ／�田（Mr.Takada） �459-8927

　（総合企画課国際推進室）

�（ ��������）

�������	
��
���

青少年読書感想文全国コンクール全国学校図書館協議会長賞受賞作を紹介

　市の教育委員会では毎年、市教育研究会と共催で

読書感想文コンクールを開催しています。このコン

クールは、県コンクールの予選を兼ねており、今年

度は小学校から5,530点、中学校から3,298点の応募

がありました。その中から、市代表として10点を県

審査会に出品したところ、萱田中学校３年の渋谷明

　さんの作品が教育長賞を受賞。更に全国コンクー

ル（毎日新聞社・�全国学校図書館協議会主催）で、

全国学校図書館協議会長賞（優良作品）に選ばれまし

た。渋谷さんの作品を紹介します（原文のまま）。以

下敬称略。 教育委員会指導課�481-0301

信じるということ

�������	

��������

　人は誰でも他人との関わり合いの中で生きている。
その中で人は時に挫折を味わい、孤独に苦しむ。で
も、そこから脱出するきっかけをくれるのもやはり
人との関わりなのだ。ハリドンとチビ犬の一夜の物
語を読み終えた私はそのことを今改めて感じている。
　ハリドンは帰ってこない船長を捜しに夜の街へ飛
び出した。最初のうち、私には彼の行動が理解出来
なかった。船長は大人なのだ、用事で帰れないとき
もあるだろう。ずっと一緒に暮らしてきた船長をど
うして信じることができないのかといらだちすら覚
えた。
「大丈夫だってば。きっと帰ってくるよ。」
何度もハリドンに呼びかけたが、たとえ聞こえても
ハリドンは行くのをやめなかったろう。
「船長はいつか消え去ってしまう。」
彼の胸はそんな不安でいっぱいだったのだ。
　ハリドンは人を信じることができなかった。大好
きで父親のような存在である船長ですら信じきるこ
とができない。信じることが怖いのだ。読み進める
うちに、彼をそこまで追い込んだ心の傷の深さがわ
かってきた。
　人はいつもハリドンを好奇の目で見ていた。
「見て。あの子、変な顔！」
つり上がった目、大きな耳、そしてブタのようにつ
ぶれた鼻。“…おれの顔はどこまでおれを苦しめる
のだろう”。ハリドンは日々、自分の顔への嫌悪感

と戦い、突き刺さる冷たい視線に耐えてきた。私だっ
たら、と思うととても冷静ではいられなかった。
　こんなこともあった。自分の大事なネックレスを
盗んだのはハリドンに違いないと決めつけて、同じ
サーカス団の女が騒ぎ出す。
「動物園に売り飛ばすぞ！」と皆におどされ、ハリ
ドンは必死に逃げて隠れた。
「おれはそんなことしていない！」
ハリドンの叫びが聞こえるようだった。毎日がこん
なことの繰り返しだ。「他人を信用しないのが身の
ため」という教えを身につけたハリドンを誰が責め
られるだろう。
　私は中学生になって初めて挫折を知った。クラス
や部活、様々な場で経験した。孤独も味わった。友
達を作るということが苦手で、いつも自分と相手と
の間に壁を感じていた。「もう、一人でもいいや！」
と強がってみるが、自分のそばに人がいないという
ことはやはり辛かった。部活では部長という立場だっ
たが、ちょっとした誤解がもとで信頼を失ったりし
た。あるときは私の判断が部員の怒りを買ってしまっ
た。
「なぜ、信じてもらえないんだろう。私の気持ちを
わかってもらえないんだろう。」
自分の気持ちが伝わらず、自信をなくし、一人で抱
え込んで耐えていた。周りが皆意地悪な人のように
思えた。笑顔をなくしてしまったあの頃の辛かった
気持ちを思い出すと、人に心を開けなくなったハリ
ドンの気持ちに少し近づくことができるような気が
する。
　しかし、そんなハリドンに、チビ犬は人と人との
絆がどんなものであるかということを教えてくれた。
チビ犬は邪険にされても、ばかにされても、ハリド
ンについてきた。あきらめずにずっとハリドンを待っ
ていた。そして信じてくれた。たった一匹の子犬だっ
たが、チビ犬の純粋な信頼はハリドンを人生の闇か
ら救ったのだと思う。チビ犬はハリドンに、彼が必
要な存在であることを実感させてくれた。友達だよ、
大切に思っているよという気持ちを送り続けてくれ
た。ハリドンの中で何かが少しずつ変わり始めた。
固い氷が溶けるように。そして、ついにハリドンの
心の中にチビ犬の居場所が生まれてきた。
　振り返ってみれば、私がクラスや部活での挫折を
乗り越えてこられたのもやはり力になってくれたた
くさんの人がいたからだった。気づかい、受け入れ
てくれる友達がいたからだった。苦しい日々の中で

その存在に気づいたとき、どれほどうれしく、支え
られたことだろう。次の一歩を踏み出す勇気をもらっ
たことだろう。
　「きみたちは友だちなんだもの。だったら〈船長〉
が友だちのきみを置いて、ひとりで行ってしまうな
んて、考えてもみないよね？」
　船長を発見した後のチビ犬の言葉に私はうなずい
た。ハリドンも心の中でうなずいていたに違いない。
自分の存在が船長の心の中にちゃんとあることを、
彼はもう信じることができたはずだから。ハリドン
はこの夜、人生の大切なことに気づいたのだと思う。
それは「人は信じられない」と思っている限り、人
生は孤独なものであるということ。そして、まず自
分から信じることで人生は豊かに変わっていくとい
うことだ。
　多くの人はきっと一度は孤独に陥ることがあるだ
ろう。自分は誰にも愛されず必要とされていないの
ではないかと。しかし、それは違う。周りには自分
のことを愛し、必要としている人が必ずいる。ただ、
それに気づいていないだけなのだ。気づくためのカ
ギをチビ犬はハリドンに、そして私に教えてくれた。

ヤコブ・ヴェゲリウス「曲芸師ハリドン」
あすなろ書房

県コンクールに入賞・参加した皆さん

【入賞作品（紹介した作品以外）】
●最優秀賞（全国コンクール参加）　
中学校課題読書「自分の信ずる道を」萱田中学校３年・
村上杏樹
●優秀賞　
小学校低学年課題読書「ちいちゃんのやさしいきも
ち」萱田南小学校１年・前田来夢
●佳作　
�小学校中学年自由読書「いのちの時間」八千代台
東小学校３年・河埜耀一朗　�中学校自由読書「今
の私にできること」萱田中学校３年・瀬谷茉利子　
【参加作品】
�小学校低学年自由読書「ずっとやさしい心で」西高
津小学校２年・松岡洸瑠　�小学校中学年課題読書
「盲導犬と心をつないで」勝田台小学校４年・加藤美
佳　�小学校高学年自由読書「絶滅の危機を救うた
めには…」大和田西小学校６年・山本桂加　�小学
校高学年課題読書「大切なチームワーク」大和田西小
学校５年・入川日菜子　�中学校自由読書「終戦か
らの始まり」八千代中学校３年・齊藤幸一朗

　

２
月　

日�
〜　

日�
、
蔵
書
点
検
の
た
め
、
大
和
田
・
八
千
代
台
・
勝
田

23

27

台
・
緑
が
丘
の
各
図
書
館
は
休
館
し
ま
す
。
休
館
中
の
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】▼
大
和
田
図
書
館�
（
４
８
２
）３
２
４
０　

▼
八
千
代
台
図
書

館�
（
４
８
２
）０
９
１
２　

▼
勝
田
台
図
書
館�
（
４
８
４
）４
９
４
６　

▼
緑

が
丘
図
書
館�
（
４
８
９
）４
９
４
６

外国人のための日本語講座／JAPANESE CLASS ２
月　

日
〜　

日
、
図
書
館
は

23

27

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

測
定
結
果
は
基
準
以
下

　

１
号
及
び
２
号
焼
却
炉
の
排
ガ
ス
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
は
次
の

と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
国
の
排
出
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

１
号
炉

２
号
炉

測
定
日

　

月
５
日

11
　

月　

日

11

21

測
定
結
果

０�
０
８
８
ナ
ノ
グ
ラ
ム

０�
０
６
６
ナ
ノ
グ
ラ
ム

排
出
基
準
値

５
ナ
ノ
グ
ラ
ム

５
ナ
ノ
グ
ラ
ム

※
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は　

億
分
の
１
グ
ラ
ム 

　
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）
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■やちよ健康体操の会　60歳以上対象、初心者歓迎。
第１・３金曜日10時～12時、ふれあいプラザ。月1,500
円。富澤�484-8100
■リズム＆ストレッチ　基礎的なストレッチとリズ
ムダンスで、楽しみながら健康に。第２・４金曜日
９時～12時、高津公民館。入会1,000 円、月2,000円。
木村�459-9228
■フィットネスヨガ　初心者歓迎。第２・４月曜日
９時30分～11時予定、高津公民館。月1,000円。大
石�459-8190
■チベット蔵密気功教室　内臓、脳を活性化し、健
康保持します。毎週月曜日14時30分～16時、上高野原
公会堂。入会1,500円、月3,500円。東�485-9343
■健康太極拳・友好会　太極拳24式、八段錦、練功
十八法など。体験や見学歓迎。第１・３・５日曜日
９時50分～11時20分、村上東小学校。入会1,000円、
月500円。坂口�485-9549
■ＤＣ勝田台　ベーシック中心。経験者（１～２年）
歓迎。毎週木曜日18時30分～20時30分、勝田台公民
館ほか。月1,500円。平岩�483-7702
■ラウンドダンスみどり　初心者対象。第１・３水
曜日10時～12時、緑が丘公民館。月1,000円。平嶋
�454-8917
■大南空手教室（糸洲会八千代）　幼稚園児、保育園
児、小学生、中学生、高校生、女子一般、男子一般。
毎週土曜日12時～15時、大和田南小学校体育館。月
2,000円。岩澤�482-7616
■大和田南空手教室（糸洲会八千代）　幼稚園児、保
育園児、小学生、中学生、高校生、女子一般、男子

■虹サークル（ちぎり絵）　第３月曜日９時30分～12
時・第３木曜日13時～17時、八千代台公民館。入会
1,000円、月1,200円。菊地�043-258-4612
■和敬会　表千家茶道。初心者歓迎。第１・３月曜
日13時～17時、勝田台公民館。入会1,000円、月2,500
円。上原�483-9224
■無心会　裏千家茶道。楽しくお茶を学びませんか。
第１・３水曜日13時～16時、大和田公民館。入会1,000
円、月3,000円。安達�483-8754
■村上和裁サークル　第１・３木曜日10時～12時、
村上公民館。月1,500円。長�484-9521
■和裁サークル　着物の制作。第２・４月曜日９時
30分～12時、八千代台東南公民館。月1,200円。玉
井�450-3981
■阿蘇着付サークル　一人で着物を着られるように
なりましょう。第１・３金曜日10時～12時、阿蘇公
民館。月2,000円。木村�488-1373
■韓国語同好会　中級。ハングル文字が読める人歓
迎。第１・３水曜日18時～21時、大和田公民館。入
会2,000円、月3,000円。江川�485-0762
■ラーツー（中国語）　講師は中国人。文法と会話の
学習。第２・４土曜日９時15分～11時45分、緑が丘
公民館。月1,500円。西川�459-6182
■押花・忘れな草　第２日曜日９時30分～12時、村
上公民館。入会1,000円、月1,000円。結城�485-8145
■フラワーアレンジサークル・パンジー　お花の好
きな人歓迎。第１金曜日９時45分～12時、教育委員
会会議室。月3,000円（花代込み）。五味�459-0432
■たんぽぽクッキング　調理実習。第３水曜日９時
30分～12時、八千代台公民館。月1,000円。鈴木
�485-3258
■海紅俳句サークル　初心者募集。第１金曜日９時
45分～12時、緑が丘公民館。月700円。若林�450-5101
■パソコンクラブ・カトレア　ゆっくり楽しくパソ
コンを学んでいます。第１・３金曜日９時～12時、
勝田台公民館。月2,000円。志村�483-8739
■八千代ビデオクラブ　ビデオ撮影、制作技術の向
上を目指します。第１・４土曜日13時～17時、八千
代台公民館。月1,000円。赤本�450-1316
■八千代朗読サークル・みちの会　経験者、初心者
歓迎。第２・４土曜日14時～16時、八千代台公民館。
月3,000 円。東�487-3721
■名刹会　寺社を巡り仏像や仏画を拝観します。毎
月第４日曜日。昼食代・拝観料など１回2,000円程
度。山辺�485-0598
■いきいきサロン健美　健康づくり、生きがいづく
り、仲間づくり。かけない・のまない・すわない健康
マージャン。入門、初心者専用卓あり。毎週火曜／
木曜日13時～16時30分、健美（勝田台駅南口２分）。
入会2,000円、月2,000円。鵜飼�480-1811

一般。毎週土曜日18時～20時、大和田南小学校体育
館。月2,000円。岩澤�482-7616
■八千代クラブ　メンバー全員が60歳以上の野球チー
ムです（全日本還暦野球連盟加入）。特に内野手、投
手歓迎。毎週木曜日13時～15時、萱田地区公園野球
場及び睦スポーツ広場。入会5,000円、月1,500円。
佐久間�482-4708
■土曜会（バドミントン）　毎週土曜日９時～13時、
市民体育館。入会1,000円、月1,500円。小塩�450-
8140
■スポーツ吹矢を楽しむ会　年齢性別問わず。道具
はお貸しします。①第１・３金曜日、福祉センター
②毎週水曜日、勝田台南小学校コミュニティスクー
ル　③第２・４金曜日、保健センターまたは障害者
福祉センター。いずれも13時～16時30分。１回500
円。�松�480-1223
■八千代ハイキング　低い山から3,000メートル級
の山まで。集会／第１木曜日19時～20時30分、八千
代台東南公民館。月例山行／原則第３日曜日（マイ
クロバスをチャーター）。６か月5,000円。伊東�090-
3536-2145 ※19時以降

■こぶしの会（女声合唱）　指揮は青木八郎。合唱、
器楽などを２年以上経験した人。毎週水曜日10時～
14時、ＮＰＯ合唱会館（大和田駅３分）。会費無料。
宮地�450-5323
■フルートアンサンブル・アンダンテ　毎週金曜日
18時～21時、八千代台東南公民館ほか。月5,000円。
島田�484-7297
■沙羅の会　毛筆、硬筆。初心者歓迎。第１・３木
曜日10時30分～12時、緑が丘公民館。入会500円、
月1,500円。森�459-8729
■第一水茎会（書道）　第１・３木曜日10時～12時、
大和田公民館。月1,750円。前田�486-1682
■恵泉書道会　漢字、漢字かな交り書中心。初心者、
男性歓迎。第１・３月曜日13時30分～15時30分、高津
公民館。入会2,000円、月2,000円。岡��450-1948
■書の楽しむ会　ペン習字、書道など。高齢者、お子
さんも歓迎。第３・４木曜日18時～20時、緑が丘公民
館。月500円。及川�459-2152
■なすび会（水墨画）　初心者歓迎。第１・３金曜日
10時～12時、福祉センター。月1,000円。澤田�483-
0649
■八千代市美術アカデミー（油彩）　毎週火曜・金曜
日午前（10時～12時30分）・午後（13時30分～16時）の
４クラス。勝田台小学校美術館。入会1,000円、月
4,000円。平沢�482-7746

■　

年　

月　

日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
を
掲
載

20

12

31

■
４
月
1
日
号
掲
載
分
か
ら
、
掲
載
基
準
を
変
更
し

ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
会
員
募
集
の
原
稿
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。４
月
1
日�
か
ら
再
開

　

し
ま
す（
新
し
い
掲
載
基
準
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

総
合
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

ア
リ
ー
ナ
・
温
水
プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
ア
リ
ー
ナ　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面
が
取
れ
る
広
さ
。バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
は
２
面
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
は
６
面
取
れ
ま
す
。卓
球
台
は　

台
15

置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
萱
田
南
小
学
校
と
併
用

　

▼
利
用
時
間　

平
日
午
後
５
時
〜
午
後
９
時
。土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
午
前
９

時
〜
午
後
９
時　

▼
料
金
（
個
人
利
用
２
時
間
）　

４
歳
〜　

歳
（
中
学
生
）
…

15

１
５
０
円
、　

歳
〜　

歳
…
３
０
０
円
、　

歳
以
上
…
１
５
０
円
。
団
体
利

15

64

65

用
（　

人
以
上
）
も
可
能

10

■
温
水
プ
ー
ル　
　

メ
ー
ト
ル
×　

メ
ー
ト
ル
（
６
コ
ー
ス
）
の
メ
イ
ン
プ
ー

25

13

ル
、
子
ど
も
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
水
泳
帽
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時　

▼
料
金
（
２
時
間
）　

４
歳
〜　
15

歳
（
中
学
生
）
…
２
５
０
円
、　

歳
〜　

歳
…
５
０
０
円
、　

歳
以
上
２
５
０

15

64

65

円
。
１
か
月
利
用
で
き
る
定
期
券
も
あ
り
ま
す
。
料
金
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

【
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
以
後
の
最
初
の
祝

日
で
な
い
日
）、　

月　

日
〜
１
月
３
日

12

29

【
問
い
合
わ
せ
】
同
プ
ラ
ザ�
（
４
８
７
）３
７
１
９

　

市
で
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
エ
ア
コ
ン
、

ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
の

収
集
・
処
理
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
、
同
法
の
改
正

に
よ
り
、
４
月
１
日�
か
ら
液
晶
式
・
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ

ビ
と
衣
類
乾
燥
機
も
、
市
で
は
収
集
・
処
理
を
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

３
月　

日�
ま
で
の
電
話
申
し
込
み
分
【
受
付
専
用
電
話�
（
４
８
３
）

19

４
５
０
６
】
に
つ
い
て
は
、
市
が
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
・
処
理
を
行
い
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
ち
込
み
は
、
３
月　

日�
ま
で
と
な
り
ま
す
。

31

４
月
１
日�
以
降
は
、次
の
小
売
店
な
ど
へ
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

①
買
い
替
え
る
場
合　

新
し
い
製
品
を
買
う
小
売
店　

②
処
分
す
る
場
合　

製
品
を
買
っ
た
小
売
店
、
エ
デ
ィ
オ
ン
八
千
代
店�
（
４

８
７
）３
７
１
５
、
光
和�
（
４
５
８
）３
６
２
２

③
製
品
を
買
っ
た
小
売
店
が
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
場
合　

エ
デ
ィ
オ
ン
八
千
代

店
、
光
和

※
エ
デ
ィ
オ
ン
八
千
代
店
、
光
和
以
外
に
も
、
引
き
取
り
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用　
「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
と
「
収
集
運
搬
料
金
」
の
合
計
額
を
、
消
費
者

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
集
運
搬
料
金
は
、
引
き
取
り
先
に
よ
っ
て

額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
引
き
取
り
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
製
造
業
者
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
】
※
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の

　

▼
液
晶
式
・
プ
ラ
ズ
マ
式
テ
レ
ビ　
　

型
以
下
…
１
７
８
５
円
、　

型
以
上

15

16

…
２
８
３
５
円　

▼
衣
類
乾
燥
機
…
２
５
２
０
円

 

（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
）

４
月
１
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

対
象
機
器
が
追
加
さ
れ
ま
す



国の障害者手当の申請

　�日時　３月３日�、４日�、６日
�、10日�、11日�、25日�受け付け
は午後１時～２時　�場所　保健セン
ター　�対象　生後３か月から７歳６
か月未満の子　�申し込み　電話で母
子保健課へ　※集団接種のため、服薬
中または経過観察中などの人は、主治
医の投与許可を証明する書類が必要で
す（口頭での許可は不可）。詳しくは予
防接種手帳で確認ください。

　　（母子保健課）
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 市役所
 〒276－8501 大和田新田312－5
 �483－1151（代表）
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 〒276－0042 ゆりのき台2－10
保健センター母子保健課　�486－7250 

 健康づくり課　�483－4646 

けんこうかんりコーナー 410
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セ
ン
タ
ー
。
一
般
１
０
０
０
円
、
女
性
・
中
学
生
以
下
５
０
０
円
。

八
千
代
囲
碁
将
棋
連
合
会
・
前
河
原�
（
４
８
３
）２
３
１
０

●
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第　

団
体
験
入
団
説
明
会　

ダ
ン
ボ

27

ー
ル
ハ
ウ
ス
作
り
。
幼
稚
園
年
中
児
か
ら
小
学
２
年
生
ま
で
の
女

子
対
象
。
当
日
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。
３
月
１
日�
　

時
〜　

10

12

時
、
村
上
公
民
館
。
申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
団
・
荻

島��
（
４
５
８
）０
６
４
３
へ

●
し
も
つ
か
れ
ー
作
る
会　

栃
木
県
出
身
の
皆
さ
ん
、
し
も
つ
か

れ
ー
を
作
っ
て
、
食
べ
て
、
故
郷
の
語
ら
い
を
。
３
月
８
日�
　
10

時
か
ら
、
八
千
代
台
東
南
公
共
セ
ン
タ
ー
。
５
０
０
円
。
申
し
込

み
は
電
話
で
同
会
・
手
塚�
（
４
８
４
）６
７
５
６
へ

●
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
初
心
者
講
習
会
・
全
４
回　

道
具
は
用
意
し
ま

す
。
小
学
４
年
生
か
ら　

歳
ま
で
対
象
。
３
月
７
日
・　

日
・　

65

14

21

日
・　

日
い
ず
れ
も
土
曜
日
９
時
〜　

時
、
市
民
体
育
館
。
１
０

28

11

０
０
円
。
申
し
込
み
は
電
話
で
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
・
田
中�

（
４
８
２
）６
４
５
３
へ（　

時
以
降
）

20

●
家
庭
倫
理
講
演
会「
家
庭
を
よ
く
す
る
―
始
め
よ
う
！
今
か
ら
、

こ
こ
か
ら
、
私
か
ら
！
―
」　

３
月
８
日�
　

時　

分
〜　

時　

13

30

15

30

分
、
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
。
１
０
０
０
円
。�
倫
理
研
究
所
家
庭

倫
理
の
会
八
千
代
市
・
芹
田�
（
４
８
３
）７
５
３
３

●
市
ス
キ
ー
連
盟
蔵
王
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集　

全
日
本

ス
キ
ー
連
盟
指
導
員
に
よ
る
ス
キ
ー
講
習
と
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
。
３

月　

日�
　

時
、
市
役
所
前
集
合
。　

日�
　

時
帰
着
予
定
。
先

26

20

29

20

着　

人
。３
万
８
０
０
０
円
、小
学
生
以
下
３
万
２
０
０
０
円
（
昼

37
食
代
及
び
リ
フ
ト
代
は
別
途
必
要
）。
申
し
込
み
は
３
月　

日�
20

ま
で
に
電
話
連
絡
後
、
必
要
事
項
を
メ
ー
ル
で
同
連
盟
・
菅
根�

０
９
０（
４
８
２
４
）６
２
７
６�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
 

へ

●
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ　

２
月　

日�
　

時
〜　

時
・
３
月　

日�

22

13

16

21

　

時
〜　

時　

分
、
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。
１
０
０
０

18

20

40

円（
軽
飲
食
付
き
）。
Ｄ
。Ｗ
。う
す
い
・
豊
島�
０
９
０（
１
９

９
２
）３
８
９
３

●
医
療
講
演
会
と
医
療
相
談
会　

テ
ー
マ
は
「
も
っ
と
知
り
た
い

肝
臓
の
こ
と
〜
慢
性
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
に
つ
い
て
〜
」。
講
師
は

東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
消
化
器
内
科
長
西
野

隆
義
さ
ん
。
３
月
７
日�
　

時　

分
か
ら
、
市
総
合
生
涯
学
習
プ

13

30

ラ
ザ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
。千
葉
肝
臓
友
の
会
・
村
田�
（
４
６
０
）

７
０
５
５

●
視
覚
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
ば
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養

成
講
習
会　

①
全
身
性
障
害
者
研
修
課
程
・
全
４
回　

３
月
７
日

�
・
８
日�
・　

日�
・　

日�
。
受
講
料
２
万
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０
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※年齢や健康状態により、献血できな
い場合があります。詳しくは、県船橋
赤十字血液センター�457-0711へ

納期限　３月２日�２
月
の
納
期

固定資産税・都市計画税……………４期
国民健康保険料……………８期
介護保険料…………………８期

　通常、６歳くらいから６歳 臼 歯と呼
きゅう

ばれる奥歯がはえてきたり、下の前歯
が乳歯から永久歯にはえかわります。
しかし、歯のはえかわりがうまくいか
ない場合もあります。原因としては、
乳歯の根の吸収不足　歯の根の部分が
きちんと吸収しないと、乳歯は自然に
抜け落ちる事ができず、永久歯のはえ
かわりの邪魔をします。こういう場合
は、乳歯を抜歯する必要があります。
むし歯などによる乳歯の早期脱落　乳
歯が早い時期に抜け落ちると、残存歯
の歯並びが乱れ、永久歯のはえるスペ
ースがなくなったり、歯肉が硬くなっ
て永久歯がはえる事ができません。乳
歯にむし歯がある場合、早めに治して

おきましょう。
永久歯の先天的な欠如　永久歯がもと
もと欠如している子どもさんが、近年
増加しています。はえかわりの時期な
のに、なかなか永久歯がはえてこない
ので気付く事も多いようです。
　はえかわりで困った時は、まず歯科
医院に相談しましょう。乳歯から永久
歯へのはえかわりがうまくいかないた
めに、歯並びが悪くなる事もあります。
歯科医院ではレントゲン撮影により、
永久歯の有無はもちろん、現在どの位
置にあるか等を確認することもできま
す。適切な処置を受ける事が、何より
も大切です。
  　　　　　　　（八千代市歯科医師会）
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●２月21日�午前10時～11時45分、午

後１時～４時30分、フルルガーデン八

千代

 （八千代青年会議所主催）

●２月22日�午前10時～11時45分、午

後１時～４時　イオン八千代緑が丘シ

ョッピングセンター

（八千代東ライオンズクラブ主催）

２
月
の
献
血

　特別児童扶養手当・特別障害者手当・
障害児福祉手当の交付申請の手続きは、
市障害者支援課でできます。まだ、手
続きをしていない人は、早めに申請し
てください。
　なお、いずれの手当も所得制限のほ
か、細かな制限がありますのでご相談
ください。
【特別児童扶養手当】　�対象　身体障
害者手帳のおおむね１級～３級、療育
手帳の�～おおむねＢ１の障害がある
20歳未満の児童を在宅で監護している
人　�支給月額　１級：50,750円、２
級：33,800円
【特別障害者手当】　�対象　重度の障
害があり、日常生活において常に特別
な介護を必要とする20歳以上の在宅の
人　�支給月額　26,440円
【障害児福祉手当】　�対象　重度の障
害があり、日常生活において常に特別
な介護を必要とする20歳以下の在宅の
人　�支給月額　14,380円

　（障害者支援課）

特別支援学級介添人
（期限付任用職員）を募集

　�業務内容　小中学校特別支援学級
の児童・生徒の介助　�資格　健康で
熱意のある人　�募集人数　若干名　
�期間　４月～22年３月（授業のある
日のみ）　�勤務条件　１日６時間以
内　�賃金　890円／１時間（規定に
よる通勤手当あり）　�勤務場所　市

内小中学校　�選考方法　面接　�応
募方法　教育委員会指導課�481-0301
へ連絡の上、所定の書類を提出　　　

　（指導課）

育休代替保健師を募集

　�業務内容　育児相談、家庭訪問な
ど　�資格　保健師免許を持つ人　　
�募集人数　１人　�勤務条件　７時
間／１日、週５日勤務（勤務時間・日
数は相談に応じます）　�賃金　1,300
円／1 時間（規定による通勤手当あり）
�選考方法　面接　�応募方法　２月
23日�までに電話で母子保健課へお問
い合わせください

看護師（期限付任用職員）を募集

　�業務内容　ポリオ予防接種の援助
�資格　看護師免許を持つ人　�募集
人数　若干名　�勤務条件　３時間／
１日、年間30回程度（日数は相談に応
じます）　�賃金　1,250円／1 時間（規
定による通勤手当あり）　�選考方法
面接　�応募方法　２月23日�まで
に電話で母子保健課へお問い合わせく
ださい

育休代替保健師（看護師）を募集

　�業務内容　成人保健事業に関わる
こと　�資格　保健師または看護師免
許を持つ人　�募集人数　１人　�勤
務条件　５時間／１日、週５日勤務（勤
務時間・日数は相談に応じます）　　
�賃金　保健師…1,300円／１時間、
看護師…1,250円／１時間（規定によ
る通勤手当あり）　�選考方法　面接
�応募方法　２月20日�までに電話で
健康づくり課へお問い合わせください

保育士（臨時的任用職員）を募集

　�業務内容　発達に心配のあるお子
さんの療育（保育）　�募集人数　若干
名　�資格　保育士資格を持つ人　　
�期間　４月～22年３月　　�勤務日
月曜～金曜日／午前８時30分～午後５
時　�賃金　1,060円／１時間（規定
による通勤手当あり）　�勤務場所　
児童発達支援センター（米本）　�選考
方法　面接　�応募方法　児童発達支
援センター�488-1111へ連絡し、募集
要領を取り寄せ、２月27日�までに所
定の書類を提出

　（児童発達支援センター）
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　乳幼児期に接種したＤＰＴ３種混合
（ジフテリア、百日せき、破傷風）の免
疫は低下してきますので、第２期とし
てジフテリア、破傷風の追加接種を行
います。
　�対象　乳幼児期にＤＰＴ３種混合
を２回以上接種している11歳から13歳
未満の人　※11歳になる時点で個別に

通知していますが、転入などで通知が
届いていない人は母子保健課に連絡を
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　母子健康手帳の申請や交付は、下記
の場所で。手帳の交付のほか、妊娠か
ら子育てまでの相談や情報提供も行っ
ていますので、医師により妊娠が確認
されたら早めに申請してください。
　�申請・交付場所　保健センタ－内
母子保健課、市役所２階子育て支援課、
地域子育て支援センター（高津南・米
本南・八千代台南・ゆりのき台・睦北・
村上北の各保育園内に設置）、子ども
支援センターすてっぷ21大和田・勝田
台  　　　　　　　　　　（母子保健課）

��������	


　インフルエンザを防ぐには①栄養と
休養を十分にとる　②人込みを避ける
③適度な温度と湿度を保つ　④外出後
に手洗いとうがいをする　⑤マスクを
着用するといった予防が必要です。
※インフルエンザにかかってしまった
ら早めに医療機関を受診しましょう。
  　　　　　　　　　　（健康づくり課）
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　体や言葉などが不自由な人たちが、
絵や文字を自由に描き、自分の気持ち
を表現する教室です。体験参加も歓迎。
　�日時　３月９日�午後１時30分～
３時30分　�場所　保健センター　

spriggan---arm
s...@

doc 

om
o.ne.jp



������

夜間・休日
急病診療

�往診はしません　�服用中の
薬、おくすり手帳があれば持参
してください

�������	
��
����������
（東京女子医科大学八千代医療センター内）

【小児科】毎日午後６時～11時

�電話がつながらないときは市役所�483-1151
　または消防本部�459-2441へ

�������	�����

●夜間急病待機医
　　　　【案内時間】平日 午後７時～翌日午前８時30分
　　　　　　　　　土・日曜日・祝日・年末年始　午後５時～翌日午前８時30分
　　　　内科系� 482-6870　外科系� 482-6871

●休日当番医
　　　　【案内時間】日曜日、祝日、年末年始　午前８時30分～午後５時
　　　　内科系（内科小児科）　� 482-6870
　　　　外科系、その他の科目　� 482-6871
　　　　歯科　　　　　　　　　� 482-6872

�対象　病気やけがによって体や言葉
などが不自由な人（介助が必要な人は
介助者が同伴してください）　�申し
込み　電話で健康づくり課へ

　閉じこもり予防のため、地域で友達
を増やしませんか。先着20人程度。
　�日時　２月25日�午後１時30分～
３時30分　�睦公民館講習室　�対象
健康づくりに関心のある40歳以上の人
�申し込み　電話で健康づくり課へ

�������	
�
●脳いきいき講座・全２
回（大和田公民館�482-
0845）脳の活性化に効果

的といわれる運動の仕方、食事の取り
方、かむための工夫を紹介。市内在住
の成人対象。先着20人。飲み物、汗ふ
き用タオル、筆記用具を持参し、運動
しやすい服装で参加のこと　□時 ２月24
日�、３月３日�午前10時～正午　□所 
24日…大和田公民館、３日…保健セン
ター　□申 電話か直接同館窓口へ
●春の野の味ウオッチング（阿蘇公民
館�488-1185）春の野草観察と採集し
た野草を調理し味覚を楽しむ。小学生
以上対象（低学年は保護者同伴）。先着
20人。ナイフなど根を切る道具、ビニ
ール袋、飲み物持参。□時 ３月28日�午
前９時30分～午後１時（受け付けは午
前９時15分から）　□費 300円　□申 電話か
直接同館窓口へ
●はた織り体験講座（八千代台公民館
�483-5553）本格的なはた織り機を使
って「 裂 き 織 り」を体験。家庭に眠る古

さ お

布が素敵に変身します。市内在住また
は在勤の成人対象。各回先着５人。50
センチメートル×１メートルの木綿か
絹の古布持参。　□時 ①３月４日�午前
９時30分～正午　②３月４日�午後１
時～３時30分　③３月５日�午前９時
30分～正午　④３月５日�午後１時～
３時30分　□費 500円　□申 電話か直接同
館窓口へ
●こども料理教室（勝田台公民館�485-
5202）おいしいピザを生地から作りま
す。やちよ栄養士会と共催。小学３年
生以上。先着16人。エプロン、三角き
ん、ふきん２枚持参。　□時 ３月７日�
午前10時～午後１時　□費 300円　□申 電
話か直接同館窓口へ

●伝統文化に親しむ会③
 雛 節 供    （文化伝承館�458-
ひな ぜっく

1700）同館で 筝 、尺八、
こと

茶道、日本舞踊の講座を受講した子ど
もたちが皆さんをおもてなしします。
また、庭に 設 えた川に 人  形 やさんだわ

しつら ひと がた

らを流し「身払い」をします。小学生以
上。先着40人。□時 ３月１日�午前10時
～正午　□費 600円（抹茶、菓子代）　□申 
電話か直接同館窓口へ
●八千代の伝承文化を習おう「紙芝居
発表会」（文化伝承館�458-1700）八千
代に伝わる昔話を題材に、子どもたち
が１年かけて制作した紙芝居「 薪 で作

まき

った像」「酒屋の白 鼠 」「コマまわし小僧
ねずみ

とムジナ」「オケラとタメツコ女郎」の
発表会。「語りの会やちよ」の皆さんの
上演もあります。□時 ２月28日�午前10
時～11時30分　□申 当日直接同館へ

（ ��������）�

�������
　特に表示されていないものは受講
無料です。詳しくは各主催者に問い
合わせてください。
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4946）闘病記についての講演。患者や
その家族にとって同じ病と闘った人が
書いた闘病記は心の支えになります。
先着80人。　□時 ３月14日�午前10時～
11時30分　□所 緑が丘プラザ集会ホール
□申 電話か直接、大和田・八千代台・勝
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「市民伝言板」と「会員募集」の掲載のきまり

　　「市民伝言板」「会員募集」は市民の皆さんが行う行事の案内や団体の会員
募集をするコーナーです。掲載にあたっては下記にご留意ください。

●対象団体
　市民の皆さんにより構成される任意の団体で、次の要件を全て満たす団体
・会の事務局などが市内にあり、市内の公共施設などを活動拠点としてい
ること
・営利、政治、宗教を主たる活動目的とする団体でないこと
・継続的に活動していること
●原則として次のような内容のものは掲載できません
・営利、政治、宗教を主たる目的
とするもの
・広告、宣伝を目的とするもの
・特定の団体、個人を支援または
 誹  謗 ・中傷するもの
ひ ぼう

・市外の施設で行われるもの
（バス研修などを除く）
・掲載内容と実際の活動内容が著
しくかけ離れていることが過去
に確認されているもの

・掲載の意図や内容が不明確なもの
・定期的に行われている活動の案内
　（例：サークルの活動内容の紹介）
・塾及び講師自らが参加者や会員
を募集するもの
・特定の人を対象とする行事
・事業所が行う教室、講座、講演会
・その他、行政広報としての公共性、
公益性を損なうおそれがあるもの

●申し込み方法　
市民伝言板　団体名、行事の名称、内容、日時、場所、費用、問い合せ先
（ファクスをお持ちの人はファクス番号も）を書き、〒276-8501市役所広報
広聴課�485-4023へ郵送、ファクスまたは持参。
会員募集　団体名、活動内容、日時、場所、費用、連絡先（ファクスをお持
ちの人はファクス番号も）を書き、〒276-8501市役所広報広聴課�485-4023
へ郵送、ファクスまたは持参。

※団体が通常の活動日に実施する体験会や講習会のお知らせは会員募集として
扱います  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報広聴課）

●男性のこころと身体の健康相談　男
性更年期、ストレスによる心身の不調
など、男性の健康問題に専門医などが
相談に応じます。対象は相談を希望す
る男性とその家族。
　�日時　３月12日�午後３時～５時
�場所　習志野健康福祉センター　　
�申し込み　電話で地域保健福祉課�
475-5151へ
●精神保健福祉相談（予約制）　精神疾
患や心の健康について、精神科医が相
談に応じます。
　�日時／場所　３月４日�午後２時
から／八千代市障害者福祉センター
３月10日�午後２時から／習志野健康
福祉センター　�問い合わせ　地域保
健福祉課�475-5152
●療育相談　乳幼児の 股 関節、骨格、

こ

整形外科疾患などについて、整形外科
医が相談に応じます。母子健康手帳持
参。
　�日時　２月23日�午後２時～２時
30分受け付け　�場所　習志野健康福
祉センター　�申し込み　電話で地域
保健福祉課�475-5151へ

●図書館教養講座「病気
体験、闘病記ってなぁに
？」（緑が丘図書館�489-

田台・緑が丘の各図書館窓口へ。図書
館ホームページでも受け付けます

血法など。救急救命士が到着する前に
心肺蘇生法を行うことによって多くの
人命を救うことができます。修了者に
は普通救命講習修了証を交付。15歳～
70歳の人対象。先着15人。　□時 ３月11
日�午後１時30分～４時30分　□費 600
円（教本、消毒液代など）　□申 28日�ま
でに電話で同館へ。
●お父さんが作るプロの味！―“ほっ”
とコーヒーの入れ方とお菓子（ラスク）
作り―（男女共同参画センター�485-
6505）「お疲れさま」の声を添えて１杯
のコーヒーを。そんな一言から夫婦、

●普通救命講習会（市民
体育館�485-7200）ＡＥ
Ｄを含む心肺 蘇 生法や止

そ

家族、地域におけるより良い仲間作り
を目指します。市内在住または在勤の
男性対象。先着20人。エプロン、三角
きん、ふきん２枚持参。保育有り。２
歳～６歳児、先着５人（要予約）。□時 ３
月15日�午後１時～４時　□費 1,000円
□申 電話か直接同センター窓口へ（月曜
日休所）
●「ちょっと変わったお寿司作り！ケ
ーキ？いえ、お寿司です！」（ふれあい
プラザ�487-1511）小学生対象。先着
24人。□時 ３月14日�午前10時～午後１
時　□費 500円　□申 所定の申込書をファ
クス�487-1512するか直接同館窓口へ

ーパークで竹馬あそび、竹弓づくり、
たこなど、竹を使った「竹遊びの会」を
行います。たこを作りたい人は、古新
聞紙（なるべくカラーページを）、たこ
糸、紙ガムテープを持参。□時 ２月22日
�午前10時～午後３時　□申 当日直接同
所へ
●八千代市中学校技術・家庭科作品展
（指導課�481-0301）生徒が技術・家庭
科の授業で製作した作品のうち優秀作
品約330点を展示。□時 ２月28日�、３ 
月１日�午前９時～午後４時　□所 郷土
博物館
●子育てワークショップ「おしゃべり
広場」（トップス�488-1632）子育てに
関することをお母さん同士で話し合い
ます。今回のテーマは「きょうだいの
子育て、どうしてる？」。保育有り（要
予約）。　□時 ２月17日�午前10時30分～
11時45分

●プレーパークで竹遊び
の会（元気子ども課�483-
1151）新川わくわくプレ
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消費生活センター消費生活センター��485-0559485-0559

�������	
��
��������

�������	�
��
��
����

�������	
��
���������

�������	��������	
��


������������	
	��
���

【あげます・無料】�ハイベッド　�切手帳
／Ａ�・Ｂ�版各�冊　�小型犬・猫用キャ

日
め
く
り
の
留
具
に
残
る
断
片
の
饒
舌
聞
き
つ
つ
年
の
瀬
を
繰
る

�

（
大
和
田
新
田
）　

児
玉　

將
孝

は
て
し
な
く
尾
瀬
の
池
塘
は
霜
枯
れ
て
無
音
の
大
地
の
た
だ
な
か

を
行
く�

（
八
千
代
台
西
）　

井
沢　

志
麻

書
き
初
め
に
羽
ば
た
く
夢
と
か
き
し
子
の
見
上
げ
い
る
空　

青
か

ぎ
り
な
し�

（
八
千
代
台
西
）　

百
瀬
水
枝
子

鴨
川
の
海
の
う
ね
り
の
点
と
な
り
海
鳥
の
ご
と
き
サ
ー
フ
ァ
ー
の
群

�

（
八
千
代
台
北
）　

村
田　

一
江

淋
し
さ
は
告
げ
ず
帰
り
来
て
パ
ン
を
焼
く
待
つ
事
の
な
い
く
ら
し

に
も
慣
れ�

（
緑　

が　

丘
）　

中
野
八
重
子

虫
の
ご
と
く
生
き
い
る
だ
け
か
と
仰
ぐ
空
に
そ
れ
で
い
い
の
だ
と

バ
カ
ボ
ン
笑
う�

（
ゆ
り
の
き
台
）　

尾
浜　

久
夫

買
い
整
え
し
お
せ
ち
並
べ
て
子
と
ふ
た
り
雑
煮
の
膳
に
し
み
じ
み

向
か
う�

（
勝　

田　

台
）　

栗
山
八
重
子

病
む
母
に
代
り
て
来
し
か
少
年
が
主
婦
に
交
じ
り
て
刺
身
を
選
ぶ　

�

（
勝　

田　

台
）　

谷
中　

美
津

  
お
正
月
体
重
計
の
針
の
先 
ゆ
り
の
き
台　

石
田　

ら
く

  
マ
ン
ガ
か
ら
知
識
を
得
て
る
大
人
た
ち 

村
上
団
地　

本
荘
多
美
子

  
バ
ス
旅
行
竹
馬
の
友
と
会
う
奇
遇 
八
千
代
台
東　

木
村　

育
代

  
縁
側
が
特
等
席
の
お
も
て
な
し 

勝
田
台　

山
口
よ
う
子

  
同
じ
声
続
く
カ
ラ
オ
ケ
私
語
が
増
え 

米　
　

本　

西
澤
は
る
か

  
夕
陽
蹴
る
還
暦
過
ぎ
の
逆
上
が
り 
大
和
田
新
田　

斉
藤
キ
ミ
子

  
シ
ン
プ
ル
な
ド
レ
ス
に
映
え
る
胸
の
バ
ラ 

勝
田
台　

藤
川　

朝
生

  
老
人
に
頼
る
日
本
の
自
給
率 

八
千
代
台
北　

林　
　

博
之

　勝田台文化センターで�月��日から��日
まで“八千代市書道会展”が開かれました。
これは“日ごろの練習の成果を発表する場
を作ろう”と八千代市書道会が毎年開いて
いるもので、今年で��回目になります。今回
は、��人の会員が作品を出品しました。会
場に展示された作品の中には、身の丈程の
物もあり、来場者はその大作に驚いていま
した。
　また、��日には、八千代市書道会会長・
岩波白鵬さんの“思わぬ出会いがありまし
た”と題した講演が行われました。その中
で岩波さんは「外に出てたくさんの人と会
いましょう。
そうする事で、�
多くの知識を
吸収すること
ができます」
と話していま
した。
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リーケース／プラスチ
ック製、縦��㎝×横��
㎝×奥��㎝　�文学全�
集／����巻　�ブリタ
ニカ百科辞典／��巻　
�パソコン用ラック／
中 古・幅��㎝ × 高
�����㎝×奥����㎝　
�バーベキューグリル
�組
【ゆずります・有料】
�Ａ型ベビーカー
�学習机　�女性用着
物喪服一式　�姿見　
��畳用ホットカーペ
ット
【ゆずって・有料】
�正方形こたつ　�ペ
ット用キャリーバッグ

　
　
　
　
　
　

一
首
目
、さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
こ
め
て
捲
っ
た
日
め
く
り
。

　
　
　
　
　

金
具
に
溜
ま
っ
て
い
っ
た
紙
の
断
片
。
毎
日
の
暮
ら
し
に
関

わ
る
生
活
形
態
と
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
の
連
動
が
改
め
て
作
者
の
心
を
揺
ら

す
。
二
首
目
、
日
光
き
す
げ
が
咲
き
光
あ
ふ
れ
人
の
あ
ふ
れ
る
尾
瀬
で
は

な
く
果
て
し
な
く
霜
枯
れ
た
中
を
行
く
作
者
は
朱
熹
の
「
未
だ
覚
め
ず
池

塘
春
草
の
夢
」
の
詩
を
思
っ
た
事
で
あ
ろ
う
下
の
句
秀
逸
。
三
首
目
、「
羽

ば
た
く
夢
」
の
書
き
ぞ
め
の
言
葉
と
下
の
句
の
青
と
い
う
色
感
が
若
々
し

く
純
な
が
ら
未
熟
さ
を
持
っ
て
い
る
少
年
を
表
し
て
い
て
う
ま
い
。
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　市役所で�月��日、市職員が防災訓
練を行いました。これは“大規模災害
が発生したときに備えて、各職員の役
割を確認しておこう”と、毎年行って
いるもの。各担当者は、消防職員から
消火器や消火ホース、避難用救助袋の
使い方、心肺�蘇�生法などを教わってい

そ

ました。
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　�月��日、フルルガーデン八千代で、��日、八
千代緑が丘駅南口駅前広場で、防災フェアが開か
れました。これは、�年�月��日に発生した阪神・
淡路大震災をきっかけに制定された“防災とボラ
ンティア週間”に合わせて、市総合防災課が開催し
たもの。会場には地震体験車が置かれ、長い列が
できていました。阪神・淡路大震災と新潟中越地
震の揺れを疑似体験したという人は「今まで、揺
れ方に大きな違いは無いかと思っていました。発
生した地震によって、こんなに揺れ方が違うんで
すね。驚きました」と話していました。

　このほか、阪神・淡路
大震災、新潟中越地震、
能登半島地震の被災状況
を写した写真や市が設置
している防災倉庫の説明
パネル、普段から用意し
ておきたい防災用具など
が展示され、来場した人
は、熱心に見ていました。

　�月��日、市は米本にある八千代ゴルフク
ラブと“災害時におけるゴルフ場施設の利用
に関する協定”を締結しました。協定の内容
は、大規模な災害などが発生した時に①同ク
ラブが所有する井戸水やトイレ、入浴施設を
市民に提供　②救援物資や電気・ガス・水道
などの復旧工事の資材置き場として敷地など
を提供　③業務に支障のない範囲で被災者の
救護活動を支援することなどです。この協定
で市が締結した災害時協力協定は、��件目に
なります。
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　市民会館で�月��日、“講演と落語と津軽三
味線～「思いやりの心の大切さ」を考えてみませ
んか～”と題した催しが行われました。これは
“人権について考えてもらおう”と、船橋人権啓
発活動ネットワーク協議会と市が開いたもの。
第�部は、津軽三味線奏者の長谷川一義さんが、
演奏の合間に子どものころ受けた“いじめ”体験
を当時の世相を交えながら披露。第�部は、落

語家の露の団六
さんが「ダウン
症のアニキをも
って」と題した落語と講演を行いました。会場から出て来た人は「露のさ
んの『程度の差はあれ、人は、みんな何らかの障害を持っている。私のア
ニキは、たまたまダウン症という障害を持って生まれてきただけ。不幸で
もなければ、特別なことでもない。よその家の兄弟と同じなんだ』という
言葉が、とても印象に残りました」と感想を話してくれました。
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